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★大道芸案内 

主な大道芸スポット（土・日・祝日など、通年大道芸が見られるポイント） 

■大阪・天保山海遊館広場 https://www.kaiyukan.com/thv/marketplace/

■大阪パフォーマーライセンス http://www.osaka-performer.com/index.php 

■名古屋･大須ふれあい広場  ■名古屋 POP UP ARTIST http://popup-artist.com/index.html 

■しずおか大道芸の街 http://shimarukai.org/  ■江ノ島大道芸 https://www.fujisawa-kanko.jp/feature/daidogei.html 

■ヨコハマ大道芸（山下公園、グランモール公園、ジャックモール）https://www.studioeggs.com/street-performance/  

■お台場・デックス東京ビーチ■みなとみらい東急スクエア■テラスモール湘南 www.studioeggs.com    

■東京都ヘブンアーティスト https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/bunka/heavenartist/  

■中部大道芸ネットワーク https://www.facebook.com/npocdn/  

■仙台まちくるパフォーマーズ https://machi-kuru.com/performers  

 ※新型コロナウイルスの蔓延状況によって実演していない場所もあります。確認の上、お出かけください。 

 

★浅草雑芸団の旅 

2024 年 1 月２日（火）11：00～15：20 井の頭自然文化園お正月イベント 

      1 月３日（水）10：00～15：30 はるこま七福神めぐり 隅田川七福神の各寺社、および弘福寺 

       1 月４日（木）13：30～14：30 すみだ郷土博物館 お正月イベント 

      1 月７日（日）13：00 より 有楽町よみうりホール 新春の賑わい・江戸の伝統芸能特選 主催・民音 

 

★今月の大道芸公演    

△クリマ大道芸 2023  https://twitter.com/1010_tento/status/1726491903477387515/photo/1 ○神宮外苑東京 Xmas マーケット 

  ●11月２３（木祝）～12月２５（月） 

  開催中 12/1：MAEP、ドラマチックガマン、アストロノーツ、11/2：MEAP、Tento、アストロノーツ、狼執事、11/3：こ～すけ、 Tento、 

塚原ゆうき、12/4：ドラマチックガマン、Tento、12/5：SUKE３&SYU、 Tento、12/6：ワンダフルワンダー、Tento、アストロノーツ、 

石田さん、12/7：おろしぽんづ、Tento、塚原ゆうき、アストロノーツ、石田さん、12/8：後藤凌、Tento、少年と少女、12/9：後藤凌、 

Tento、少年と少女、狼執事、12/10：後藤凌、こ～すけ、Tento、アストロノーツ、リリー、12/11：後藤凌、Tento、石田さん、12/12： 

おろしぽんづ、Tento、12/13：松鶴家天太、Tento、アストロノーツ、石田さん、12/14：MAKi、Tento、アストロノーツ、12/15：SEOPPI、 

Tento、アストロノーツ、12/16： SUKE３&SYU、Tento、少年と少女、狼執事、12/17：こ～すけ、 SUKE３&SYU、Tento、少年と少女、 

リリー、12/18：おろしぽんづ、Tento、石田さん、12/19：SUKE３＆SYU、Tento、12/20：ドラマチックガマン、Tento、石田さん、12/21： 

SEOPPI、Tento、石田さん、12/22：Tento、12/23：こ～すけ、Falcon、Tento、少年と少女、リリー、12/24：こ～すけ、Tento、 

少年と少女、狼執事、12/25：こ～すけ、Tento、アストロノーツ、リリー 

△異世界住人のパフォーマンスライブ＃3 ○浜松市中区・クリエート浜松ふれあい広場 

  ●12月２（土）12：00より https://twitter.com/juggler_hyoga/status/1711660339027390729  

  じゃぐたぐ、工藤正景、マッシュ＆てぃーの、PESTRiCA、ノナメ、健山、ジャグリングドラゴンヒョウガ 

△江東大道芸フェスタ  https://www.kameidodaidogei.com/archives/1916  

●12月３（日）13：00/15：00 ○アリオ北砂 1F 

AYACHYGAL の愛と笑いと涙の大道シャンソンショウ 

●12月１０（日）13：00/15：00 ○アリオ北砂 1F 

ミルコのスーパージャグリングショー 

●12月１（金）14：00/16：00 ○カメイドクロック 1F（以下同）出演：Artista、KAZU  

●12月２（土）：出演 マジカルTOM、Performer Ai 

●12月５（火）：出演 大道芸人JT 

●12月８（金）：出演 YUKI 

●12月９（土）：出演 大道芸人JT、アンティークドールリリー 
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●12月１０（日） エンターテイメント亀戸！（下記参照） 

●12月１２（火）出演 スタチューミモザ 

●12月１５（金）出演 PIRATA MICIO  

△ふじさわスタチュー美術館 2023 https://twitter.com/fujisawa_statue ○藤沢駅北口ペデストリアンデッキ 

  ●12月２（土）３（日）11：00～16：00 

  C.C、しろみときみ、 CLOWN BELLA、探検家、 animal sarvant、ケンハモたろう、花売少女。、アメノシズ、ペトリコール、シグモイド、 

レプリカさん、彷徨える金角獣、招福、Kirinji Datta、アストロノーツ Mark2，満福、くらげのうたかた、クッピー、雨の日の話、 

パントマイムロボ E.D.D.I.E.、見えそうで見えないヴィーナスの誕生 

主催・ふじさわスタチュー美術館 202実行委員会 

△隅田公園オープンカフェ大道芸 https://twitter.com/ottosaiko/status/1724344498250301442 ○台東区隅田公園 TULLY'S COFFEE 横 

 ●12月９（土）１０（日） 

   9 日:あいあい、サクノキ、松鶴家天太、パール・F・市丸、メランコリー鈴木、June Bride、なにみてるの、パト 

10 日：おっとちゃん、サクノキ、松鶴家天太、鈴木拓矢、メランコリー鈴木、時の流れ、パト、mutako  

△エンターテイメント亀戸!vol.8  https://www.kameidodaidogei.com/ ○亀戸十三間通り商店街 

  ●12月１０（日） 

  DIGI NOA、ものまる、Performer 聖夜、ハタダ、口岩美保子、ハードパンチャーしんのすけ、アートパフォーマー☆ファイター☆、KISSER、 

Steam Jumper、CLOWN BELLA 

△伊勢大神楽・増田神社総舞 https://www.kandayuyamamoto.jp/news/ ○三重県桑名市増田神社境内 

  ●12月２４（日）12：30ぐらいから 15：00ぐらい 

  主催・出演：伊勢大神楽講社所属社中 

△大晦日特別興行『2023クライマックス寄席』https://nigiwaiza.yafjp.org/staff-blog/?p=2732 ○横浜にぎわい座 

  ●12月３１（日）昼の部 12：30～15：30 

 立川志の磨、立川志の彦、ダメじゃん小出、三遊亭全楽、立川晴の輔、立川生志、松元ヒロ、立川志の輔 

  ￥４０００ 

△新春の賑わい 江戸の伝統芸能特選 https://www.min-on.or.jp/play/detail_221914_.html ○有楽町よみうりホール 

  ●2024年１月７（日）13：00開演 

  【出演】林家正蔵、土師流松本源之助社中（太鼓・笛・寿獅子舞ほか）、浅草雑芸団、林家つる子、林家ぽん平 

￥４５００ 

問合せ：０３-３２２６－９９９９（MIN－ONインフォメーションセンター） 

△ダメじゃん小出の黒く塗れ！vol.51『新春 18きっぷ』 https://koideiinoda.jp/theaterlive.html ○横浜にぎわい座（のげシャーレ） 

  ●2024年１月２７（土）昼の部14：00 / 夜の部 18：00  

  新春恒例の鉄道をテーマにしたトークステージ 

  前売り￥２１００（当日￥２６００） 

 

若林正の 

食って極楽 
稽古前の町中華・・・ 

         喜多見・「喜楽」 

ただいま12月の舞台に向けての絶賛

稽古中。稽古場は狛江市で、ちょと遠

い。本番が近くなってきたので、昼か

ら夜 9 時過ぎまでの長丁場。メシは稽

古場入り前に牛丼か立ち食い蕎麦、夜

はコンビニのパンかおにぎりで、なか

なかの不健康食生活を強いられる。そ

んな時に最寄り駅（小田急線喜多見）

近くの町中華が眼に入った。稽古場に

向かう途中の路地裏に清潔な白い暖簾

が眼を惹く。少し早目に到着した日、

立ち食い蕎麦を変更し、今日はちゃん

とランチを食おうと暖簾をくぐった。 

 2 時少し前、客もそれほどいないだろ

と扉を開けてびっくり！ カウターだ

けの席はほぼ満員、14，5 人くらいか。

奥に一つ空いていた席につく。急いで

かっこめば遅刻はしないだろと思った

が、周りの客の料理を見てボリューム

に又びっくり!! 炒飯や定食の盛りが

けっこうな量だ。とりあえず中華丼

¥950 を注文。ところが 20 分たっても

出てこない。 

他の料理も調理に時間がかかってい

るようだが、皆分かっているのか大人

しく待っている。まずい、あの量だと

一気には食えない…遅刻するかもとヤ

キモキしていると中華丼到着。あれ、

これは普通の量だ。どうやら炒飯と定

食はボリューミーだが、麺類や一品物

は普通みたいだ。 

 

しかし味は良い。んまい！ 具も多

く、野菜不足も解消できる。中華丼の

味付けは、店によって塩味と醤油味が

あるが、ここは好みの醤油味。アツア

ツだったが、あっという間に完食。大

満足である。聞くとあの界隈で有名な

町中華とのこと。お隣に座った初来店

らしき女性が炒飯を頼み、出てきたボ

リュームに絶句していた。食べられた

のかな？ 

○次は定食系で攻める度＝10 ワカ 
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大道芸･見たり･聞いたり・演じたり 

☆その 385 

コロナ明けの見世物小屋 

           上島敏昭  

 

 東京新宿にある花園神社の「酉の市」

に見世物小屋が立った。昨年の「酉の

市」にも見世物小屋は興行したが、ど

こか恐る恐るという感じだった。今年

は、コロナなにするものぞ、という覚

悟……があったかどうかは知らない

が、お客はコロナなどまるで気にせず、

コロナ以前と変わりなく、いつもの催

しという感じで見物していた。そこで

今回は、コロナ禍は脱したと思われた、

本年の見世物小屋の興行をレポートし

ておきたい。 

 

●新宿花園神社の酉の市 

 「酉の市」といっても東京以外の人

にはわからないかもしれない。東京に

いくつもある大鳥神社（鷲神社）など

で、11 月の「酉の日」に行われる縁日

のことで、「お酉さま」とか「酉のまち」

とも言われ、縁起物の熊手を売る。お

もに水商売や飲食店などが商売繁盛を

祈る年中行事だ。江戸・東京における

初冬の風物詩で、神社の境内には熊手

を売る仮設の屋台（というか仮設小屋

というか）が立ち並ぶ。熊手は、小さ

いものは手のひらに収まるミニサイズ

から、大きなものは 2ｍを超えるもの

（もちろん一人や二人では運べない）

までさまざまで、慣習として、定価は

表示せず、売り手と買い手が交渉して

値段を決める。売買交渉が成立すると

売り手側は拍子木と手拍子でシャンシ

ャンシャンと賑やかに囃し、「おめでと

うございます！」と景気をつける。そ

の光景は、この時期のテレビニュース

の定番だ。江戸東京博物館のロビーに

は 2.5 メートルぐらいある巨大熊手が

飾ってある。おそらく何百万円もする 

 

ものだろう。ちなみに東京以外の地域

で「えびす講」と呼ばれる行事がこれ

に近い。浅草の鷲神社の「酉の市」が

有名で、江戸の俗曲にもうたわれるが、

昭和 50 年ごろからは新宿花園神社の

「酉の市」がマスコミに取り上げられ

ることが多くなった。見世物小屋が立

つからだ。 

 

●戦後の急成長と見世物小屋 

 戦後の焼け跡のころから花園神社の

酉の市の熊手販売に携わってきた坂田

春男さんによると、そのころは数件の

熊手屋が出るだけの、たいして賑やか

な催しではなかったが、高度経済成長

とともに、近くの歌舞伎町やゴールデ

ン街に飲食店が急激に増え、日本有数

の大歓楽街となって繁盛すると、その

店主や勤める女の子たちがお客と一緒

に夜中にぞくぞくとやってきて、色町

独特の風情をもった催しとなり、いま

のような賑わいに発展したとのこと。 

 

熊手やそれにつける様々な縁起物の飾

りは、葛飾や江戸川、あるいは近郊の

農家に作ってもらっていたが、平成の

はじめごろからは中国や東南アジアに

発注するようになったそうだ。 

 それはともかく、見世物小屋は、高

度経済成長で花園神社の酉の市が盛ん

になるのとは、真逆に、都内各地の寺

社の縁日や祭からつぎつぎと姿を消し

てゆき、気づいてみると、平成になっ

たころには、皮肉にも東京近郊では、

この花園神社の酉の市に出るだけとな

っていた。見世物小屋の立つ場所もな

くなったが、見世物の興行主も、大寅

興行ただ一軒となっていた。さらに平

成から令和となったころには、見世物

小屋はまさに絶滅危惧的状況にあっ

た。そんな時期にコロナ禍が社会を襲

い、酉の市の縁日そのものがなくなっ

た。それだけに去年、2022 年に花園神

社に見世物小屋がたったのは、感動的 

               ■昨年の見世物小屋 

ですらあった。もっとも、またパンデ

ミックに襲われるのでは……とビクビ

ク、こわごわとやっていたように感じ

た。それに比べて、今年は、そうした

タガもはずれて、むかしどおりの、見

世物興行という印象になっていた。 

 

●呼び込み 

 今年は一の酉が 11 月 11 日、二の酉

が 11 月 23 日。日にちの巡り合わせで、

三の酉のある年もあるが、今年は二の

酉まで。酉の市は酉の日、一日だけの

縁日だが、前日は宵宮で、前夜祭と称

して、この日も暗くなってから縁日と

なるから、一の酉と二の酉で、計４日

間の賑わいだ。一の酉の前夜祭、10 日 

の夕方６時すぎに小屋に行くと、まさ

に始まったばかりだった。 

祭半天を着た女性が呼び込み台に立

って客を誘っている。境内は熊手屋台

の拍子木の音や囃子や掛け声に加え、

飲み物屋食べ物屋の露店の嬌声、そぞ

ろ歩きの客同士の喋り声、笑い声でや

かましいことこの上ない。そのなかに

あって、一際けたたましく響くベルの

音やハウリングもお構いなしにがなり

立てる拡声器の大音量が、見世物小屋

の存在を知らせている。以前は、立板

に水、言葉の洪水ともいうべき、怒涛 



 

のような客寄せ・客入れのタンカが見

世物小屋の特徴で、客の理性を麻痺さ

せてお客を小屋にねじ込んでいたが、

今回の女性の呼び込みはかなりマイル

ド。「いまならゆっくりとご覧になれま

す」と言葉使いもおだやか。むかしは

見世物小屋といえばどことなく怖い世

界という印象があったが、いまやフレ

ンドリーな異界なのだ。 

入口の上には「入場料 大人 900 円、

……」という値段表が貼られ、その下

で木戸銭をとっていた。あれ、木戸銭

は後払いだったはずなのだが……。ど

うしたのかと、後日、大寅さんに尋ね

ると、昨年以来、何箇所かで見世物興

行をしたが、インバウンドの外国人が

すごく増えたという。それはいいのだ

が、彼らは出口で料金をもらおうとす

ると、みな「ノー、マネー」と言って

トリッぱぐれることが多く、それでは

商売にならないから前払いに変えたの

だという。そんなこともコロナ前とは

違う。 

 

●デリシャスウィートス 

さて、どんな演芸をやっているのか。

小屋に入る。今回の出演は、デリシャ

スウィートス。十年ぐらい前から、こ

のグループと劇団ゴキブリコンビナー

トが、一年交代でこの花園神社の見世

物に出演している。両グループは、大

寅興行の弟子筋にあたる、いまはなき

入方興行がどこからか連れてきたグル

ープで、現在では大寅興行の常連出演

者となっている。彼らがいなかったら

見世物小屋は無くなっていただろう。 

そのデリシャスウィートス。どんな

グループなのか、普段はどんな活動し

ているのか。なにも知らないことに気 

 

づいた。インターネットで検索すると

HPが出てきた。「デリシャスウィートス

https://derisya.net/ 」そのプロフ

ィールによれば、 

〈1998年にチャーマァが結成。「女横丁

痺れ腰」の生演奏で女たちがお手製の

衣装に身を包み、唄・踊り・奇術・寸

劇など様々な要素が詰まったショーを

繰り広げ、全国各地を旅する十数名の

日本の雑芸レヴュー団・・・〉とある。

上記のような自主公演のチラシも小屋

に置いてあった。 

 

●生演奏付きライブ 

 小屋に入ると演芸の真っ最中だが、

途中から入ったのでは、なんだかわか

らない。舞台を見るとMC役の女性がひ

とりマイクを握り、「もっと奥の方へ奥

の方へ……」とお客を出口側へ追いや

っている。客席は立ち見で、入口側は

誰もいないのに、出口近くにお客が集

中し、目の前の舞台で進行中の演芸を

見ている。出演者は三人の女性だとわ

かる。なにをやっているのか。MC の女

性の指示に従って、わたしもお客の後

ろから舞台をのぞく。 

 ちょうど一芸の切れ目らしく、お客

さんが拍手している。すると舞台うし

ろ、上方の幕がズルズルと開いて、三

人の男たちの姿が現れた。舞台は二階

建て（というかロフト付き）で、二段

ベッドの上段のようなところが舞台の

後ろに設営されていて、そこでこの男

性陣が生演奏するのだ。MC 女性のメン

バー紹介につづいて演奏がはじまる。

キーボード、スネアドラムとシンバル、 

パーカッションという編成で、曲目は

「愛しちゃったのよ」、「ちゃっきり

節」、「金比羅ふねふね」、サンバアレン

ジの「炭坑節」など。これがまた、脱

力感たっぷりの演奏、ヘタウマという

か、絶妙のへなちょこぶり。時代錯誤

も甚だしく、小屋の中を特異な世界に

染め上げる。1960 年代のサイケとかハ

レンチとかいわれた雰囲気だ。 

 出演女性三人の演目は、フーセン呑

み、火喰い、関節はずしなどの一発芸、

練習の賜物と思われるロープ手品各

種、ほかに大ネタとして「生きている

生首」と物品引き寄せの術。場つなぎ

としてダンスと皿まわしも演じられ

る。けっこう盛りだくさんとも言える

が、一芸一芸、それぞれが短いので、

全部見てもさほど時間はかからない。 

 演芸の最中にも、つぎからつぎとお

客さんが入ってくる。MC 女性は演芸

の説明をしながらも、お客が入るごと

に、「奥の方へ、奥の方へ」とお客を誘

導する。そのしゃべること、しゃべる

こと。客寄せの女性がおとなしい分、

この MC 女性は機関銃のようにしゃべ

りまくる。対象的に出演者も演奏者も、

ひとことも口をきかない。 

 むかしから見世物小屋には「ラリブ

チ」というのがあった。ヘビ女とかオ

オカミ娘などの出し物で、主役の女性

太夫は蛇の使い分けや火吹きだのを演

じるが、野生のままで言語が理解でき

ないという設定で、ひとことも喋らな

いという演出。この小屋の女性たちも

カッパという設定、演出的にはラリブ

チということになるのだろう。MC の

能力があるからこその見せ方だ。 

 演目の説明をしながら、奥へ奥へと

お客を詰め、「見たところから見たとこ

ろまで」「同じ演目を繰り返します」「同

じ演目が出たら一巡したことになりま

す」「順繰りにお帰りください」とどん

どん追い出している。わたしもいつの

間にか小屋外に出ていた。 

 私が初めて見世物小屋に入ったの

は、昭和 53 年。ひと昔もふた昔も昔の

芸能が生き残っていることにびっくり

した。……それから 40 年。現在も縁日

やタカマチの芸能として興行をつづけ

る見世物小屋。見ておかないと一生後

悔すること請け合いだ。 
 

https://derisya.net/

